
  

 

令和元年 6月 1１日   

 

 第２回地域協働学校運営協議会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

■日 時   令和元年６月１１日  １６：００～１７：２０ 

■場 所   落合第六小学校 視聴覚室 

■司 会   副校長  庖刀 由利子 

１．校長挨拶 

  運動会は大変お世話になりました。猛暑の１日でしたが、プログラムの変更及び低学年は教室

で待機するなどの工夫を行い、無事に終えることが出来ました。職員それぞれが随時工夫や提案

を行いよい運動会になったと思います。保護者のアンケートでも遮光シートやミストと共に、教

職員の動きが評価されました。 

２．内容 

○資料の紹介 

 レジメ、学校要覧、地域協働学校研修会開催のお知らせ、職員の顔写真、運営委員会年間計画、 

四谷地区小中連携型地域協働学リーフレット 第１回運営協議会議事録 他 

学校公開お知らせ（口頭）、落六マルシェ（口頭） 

○意見交換 

 ・次年度は研究発表会もあるので、この会も力になるとよい。 

 ・PTA では後片付けを手伝ったが、事前に男手が集まるようにしておくとよいと思った。 

 ・マルシェ等は１か月前に町会掲示板に貼れるようにしておくと参加者が増えるのではないか。 

 ・運動会応援団は体力向上の効果もあるのではないか。また、かけっこよく走っていた。 

 ・運動会の猛暑対策は想定内のこととして取組んでほしい。２日に分けたころもあるようだ。 

 ・他校運動会も見たが、落六は子どもが主体的に運営を進めていて DASH 等の成果を感じた。 

 ・本校の遮光シートもよかったが、天然芝の効果は大きいと思った。 

 ・「調べる学習コン説明会」本校の子どもは集中力がよかった。子どもが変わったと感じた。 

 ・創作ダンスが素晴らしかった。特に高学年のダンスは振付がよくできていた。 

 ・保護者のアンケートでも子どもが率先して動いているとあり学校の努力が読み取れる。 

質問）近隣から音の苦情はなかったか？ 

回答）今年はなかったが、本番以外はポータブルの音響を使う等配慮を行う。 

○今後の提案 

①新たにチーム担任制の導入を検討している。 

質問）先生方はどのように考えているのか？ 

回答）近く先進校の取組みを見に行く予定である。メリット・デメリットがあるので、それぞれの

意見を聞いて進めていく。 

意見）教員が一人で抱え込むのはよくない。様々な教員の知識・人間性を生かすチームの取組みは

よいと思う。さらに、校長や副校長もサポートできるような取組みにしてほしい。 

意見）これからの社会に出ていく子どもたちにとって様々な人と出会うチャンスがあるのはよい。

人間としての幅ができると思う。しっかり計画して取り組んでほしい。 

意見）先生方を 

②今年の「DADH は常識を超えて～」をテーマにしている。会社組織、広告代理店など、校内で終
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わらず広がりのあるような取組みを目指している。 

意見）DASH の交流会で会社にしたらどうかと考えている子どもがいた。よい考えだと思った。 

 

 【次回の予定】 

７月９日（火） 17:00～ 落合第六小学校 視聴覚室にて 

 

 
【出席者】 

  近藤 弘文、秋元 宗司、橋田 稔、篠田 邦子、亀井 治子、舘 次郎、竹村 郷、 

  庖刀 由利子（副校長）、 

  遠藤 剛（落合第二地区 特別出張所 所長）、大森 伸保（教育支援課地域家庭教育係） 

  

 


